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第四次環境基本計画の点検の進め方について 

（生物多様性の保全及び持続可能な利用に関する取組） 

 
 

１．環境基本計画の見直しまでの中期的なスケジュール 
 
 
 
 
 
 
 
 
今後の点検予定について、現時点の想定は以下のとおり。 

※個別計画の改定スケジュールや時々の事情を踏まえ変更あり得る。 

  

 第四次環境基本計画は、平成24年4月27日に閣議決定された。 

 平成25年から平成28年まで毎年、合計で４回、点検を実施する。 

 計画を策定した平成24年から５年が経過した時点（平成29年）で計画内容の見直

しを行い、計画変更の必要性について検討を行う。 

 

資料２－１ 



 

2 

２．平成26年度の第四次環境基本計画（生物多様性の保全及び持続可能な利用に関

する取組）のスケジュール 
 

 

毎年の点検は、①点検方法等の審議、②関係府省の自主的な点検等、③中央環 
境審議会（総合政策部会及び各重点分野の関連部会）による点検の手順で行う。 

 

 

①点検方法等の審議（平成25年12月５日 総合政策部会において審議、了承済み） 

 

②関係府省の自主的点検等（平成26年４月から適宜実施） 

 

③中央環境審議会による点検（平成26年４月頃～８月頃） 

 
【平成26年４月頃～８月頃】 

○自然環境部会（４月２日） 
・重点検討項目について審議 

○自然環境部会（６～７月頃） 
・関係府省ヒアリング等を通じて点検 

○自然環境部会（７月～８月頃） 
・点検結果のとりまとめ案について審議 

 
【平成26年９月頃～12月頃】 

○総合政策部会において点検報告書とりまとめ 

○点検報告書の閣議報告 

○点検報告書の年次報告（白書）や環境保全経費の見積もり方針の調整への反映 
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３．点検の内容 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（重点点検分野に関する補足） 

※ 点検の PDCA サイクル確立の観点から、次の見直しまでに各分野少なくとも２

回の点検を実施することを目標とする（事象横断的な重点分野（グリーン経済、

国際的取組、地域・人づくり）については、毎年点検を実施）。 
※ 「重点点検分野」は、個別計画の改定スケジュールや時々の事情を踏まえて確

定する。 
 
（重点検討項目の選定の際の留意事項） 

※ 深堀した分析が可能となるよう、各分野２項目程度とし、できるだけ論点を絞

った内容となることについて配慮する。 
※ 選定方法は、第四次計画策定時に、当該重点点検分野の主担当となった委員の

意見を踏まえて項目案を作成し、関係府省の意見も勘案して、各部会において

審議・決定を行う。 
※ 報告を求める府省をあらかじめ特定する。 
※ より深掘した分析に資するため、可能な範囲で、当該重点検討項目に係る指標

の分類や相互関係の整理等を行い、指標の動向について分析を行う。 

① 関係府省の自主的な点検 

 関係府省は、各府省の環境配慮の方針に基づく施策の進捗状況について

自主的な点検を実施する。 

 自主的な点検の一環として、「重点検討項目（中央環境審議会の関心項

目）」については深堀した分析を行い、中央環境審議会に報告する（関係す

る府省のみ）。 

② 中央環境審議会の点検 

ア. 総合的な点検（総合政策部会） 

 環境基本計画全体の進捗状況について、国民の目からも分かりやすい全

般的な評価を行う。その際、総合的環境指標等を活用する。 

イ. 重点分野別の点検（総合政策部会及び各重点分野の関連部会） 

 第２部第１章の重点分野単位で審議する。事前に「重点点検分野」を指定

し、重点的な点検を行う。 

 「重点点検分野」の内容のうち、中央環境審議会として特に関心が高い項目

を、事前に「重点検討項目」として指定し、深堀した審議を行う。 

 重点点検分野の審議には重点検討項目に関係する府省も同席し、関係す

る重点検討項目について報告する。 

 これらの点検の際は、各重点分野別の指標、関係府省の自主的な点検、個

別計画の点検等を可能な限り活用する。 

 


